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金 木だ り（1）第38号

一
ｋ
卜

■
－

１
１
』
ＩI

吟

－

、

一
期
待
さ
れ
る
行
協
委

町
の
内
治
行
政
に
自
主
的
に
協
力
す
る

団
体
と
し
て
各
町
内
毎
に
自
治
振
興

会
を
組
級
す
る
こ
と
を
申
合
せ
、
嘉
瀬

喜
哩
市
地
区
は
既
に
活
皿
を
開
始
し
、

実
瀕
を
あ
げ
て
い
る
が
、
金
木
地
区
は

諸
祁
の
率
情
か
ら
遅
れ
、
こ
の
た
び
漸

く
、
組
紐
が
維
り
協
力
体
勢
が
盤
う
に

至
っ
た
の
で
、
各
町
内
自
治
振
興
会
鐙

に
『
金
木
町
行
政
協
力
委
凰
』
を
委
畷

し
た
。

花
田
町
長
の
諾
Ｉ
今
向
各
町
内
が
自
治

・
行
政
に
対
す
る
協
力
団
体
を
組
紐
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
町
発
展
の
た
め

に
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
理
率

悲
側
と
致
し
ま
し
て
は
、
全
面
印
に

協
力
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
何
分
と

も
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。
町
内
で
の

会
合
が
あ
れ
ば
、
必
ら
ず
役
鋤
の
方

、

五
十
九
氏
が
委
嘱
さ
る

一

へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
理
班
諾
側
か

ら
も
出
席
し
、
御
相
談
に
あ
ず
か
り

．
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
金
木
地
区
》

上
山
通
町

昭
和
町

神
明
町

北
新
町

南
新
町

田
町
本
町
栄
町

小
川
町

川
端
町

新
窩
町

米
町

若
松
町

蝿

蕊

ｑ
い
■
●
■
●
Ｓ
ｑ
ｏ
ｐ
夕
■
ｅ
Ｂ
９
ｃ
ｇ
の
■
●
Ｄ
Ｃ
＆
ロ
ク
Ｏ
Ｑ
Ｂ
グ
リ
ｏ
Ｄ
ｑ
Ｄ
Ｄ
〃
０
●
ｇ
け
い
画
〃
ｑ
○
ｐ
ひ
、
●
″
ｑ
煙
ロ
ク
区
。
■
。
○

平
産
内
に
は
当
地
域
が
眼
立
公
幽
と
し
て
婚

公
寧
が
多
い
と
き
い
て
い
ま
す
が
、
嘉
瀬
、

中
村
長
吉

竹
内
定
由

布
戸
谷
秀
雄

田
中
雄
太
郎

藤
井
伝
蔵

角
田
伊
三
郎

鴫
海
健
吉

木
村
汚
己

沢
田
悦
造

津
島
万
之
亟

神
・
康
人

秋
谷
澗
之

太
田
多
古

一
一 －

大
東
ヶ
丘
Ｉ

道
が
悪
い
の
で
、
林
産
物
の
運
鍛
に
困

っ
て
い
る
大
東
ケ
丘
Ｉ
商
量
根
Ｉ
営
林

署
軌
道
線
を
、
予
算
百
万
円
で
約
千
二

百
厨
を
、
林
遊
と
し
て
新
殻
及
び
改
修

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
林
道
が
開

発
さ
れ
れ
ば
、
今
ま
で
大
東
ケ
丘
ま
で

見
雌
町

湯
の
川
町

林
町

向
迩
町

女
坂
町

宇
田
野
町

下
川
食
町

上
滕
枝

中
藤
枝

下
藤
枝

上
蒔
田

下
蒔
田 』鍼林
道
千
二
百
米
を
開
発

大
東
ヶ
丘
Ｉ
高
長
根
ｌ
軌
道
線

アロ

ロ

ー
､－

．

大
橘
勇
五
郎

中
谷
新
六

中
谷
二
郎

中
谷
信
五
郎

白
川
理
太
郎

其
田
卸
夫

泉
谷
勝
栄

秋
元
三
四
郎

外
崎
定
太
郎

白
川
庇
太
郎

黒
滝
窪
之
助

佐
藤
太
八
郎１
１
１

三
１

一一寺

一《一一一一一一二一一一

よ
り
入
れ
な
か
っ
た
小
型
自
、
車
な
ど

が
自
由
に
通
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

林
業
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
一
般

町
民
も
利
用
で
き
る
の
で
、
期
待
さ
れ

て
い
る
。

花
田
町
長
の
話
Ｉ
昨
年
高
長
根
で
共
用

林
組
合
の
総
会
が
鯛
か
れ
た
と
き
、

私
も
出
席
し
、
組
合
風
の
お
賭
を
き

い
て
林
適
の
亜
婆
性
を
知
ら
さ
れ
た

｝
も
の
で
す
が
、
今
回
漉
会
側
と
と
も

に
救
隆
対
策
率
莱
と
し
て
こ
れ
を
と

り
あ
げ
、
県
に
陳
滴
し
た
と
こ
ろ
、

・
は
か
ら
ず
も
補
助
が
き
ま
っ
た
の
で

す
。
林
道
も
開
発
で
き
、
一
拳
両
押

で
関
係
者
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

で
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
林
逝
は
今

年
中
に
は
完
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

神
豚

大
東
ケ
丘

申
早
口
●
■
■
●
①
■
●
守
■
●
■
も
①
ロ
●

》
窺
瀬
地
区
一

束
町

昭
和
町

下
派
立

中
派
立

下
派
立

新
町

上
小
栗
崎

下
小
栗
崎
‐

秋
元
金
五
郎

、
波
田
竹
次
郎

原
田
万
之
八

工
藤
多
一
郎

柵
既
飛
五
郎

鎌
田
定
男

小
松
竹
三
郎

伊
藤
満
平

前
田
竹
次
郎

蔑
西
．
繁
則

ｰ餌

’
’
１
１
０
‐
・
■
Ｉ
■
‐
ｌ
‐
Ｉ
１
ｊ
ｑ
ｐ
■
ｑ
■
■
■
日
日
■
０
１
１
』
０
１
‐
Ⅱ
０
１
１
日
■
Ｆ
ｒ
ｂ
ｑ
０

更
生
部
落
薦
西
与
助

西
岩
見
町
桑
田
喜
之

束
岩
見
町
外
燗
謙
吉
‐

林
町
米
谷
活
治

野
崎
町
漣
西
信
一

下
派
立
三
上
正
介

上
派
立
米
谷
甚
九
郎

北
本
町
西
村
安
次
郎

南
本
町
』
’
今
定
雄

下
柏
木
今
墜
一
蔀

上
柏
木
鈩
桑
田
畏
五
郎

下
町
今
舗
雄

川
端
町
〆
黒
滝
武
一

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を

羽
日
、
金
木
町
傑
育
所
で

卵
設
五
周
年
蓬
迎
え
た
金
木
町
及
び
同

第
二
保
育
所
で
は
、
十
二
月
二
十
三
日
拷

（
日
）
午
伽
十
時
か
ら
金
木
町
保
育
所

で
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
ク
リ
ス
マ
ス
の

行
事
を
、
よ
り
盛
大
に
し
よ
う
と
、
今

か
ら
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
り
大
張
り

切
り
Ｉ
。

‐
‐
‐
‐
ｂ
ｌ
ｌ
■
■
Ⅲ
Ⅷ
■
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
仙
冊
Ｉ
！
Ⅱ

中
柏
木

冷
水
後
町

下
鍛
冶
町

上
鍛
冶
町

新
鍼
町

上
古
町

下
古
町

畑
中
車
町
本
町

》
■
良
市
地
区
》

木
下
千
代
吉

須
蠅
悪
作

鎌
田
稲
辰

毛
内
順
之
助

小
山
内
嘉
一
郎

斎
藤
義
勝

鴫
海
金
四
郎

鴫
海
民
之
助

｜

杉
山
金
之
巫

山
中
辰
三
郎

其
田
嬢
春
．’

ケミ

ーヨ

ョニー

－

119
ワ

ン
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河Ⅱ■lIIIIlIⅡ11■1■111Ⅱ111Ⅱ！■!■11ⅡIlllI1■I■'11111 去
る
士
官
四
日
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の

予
防
注
射
を
実
施
し
て
い
る
が
、
第
一

面
目
の
注
射
は
、
天
候
が
急
変
し
た
関

係
か
成
緬
が
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
の

で
、
町
当
局
で
は
第
二
Ｍ
画
に
は
全
幽

習
昌
コ
目
日
日
一
目
二
．
邑
日
■
三
三
三
三
■
■
三
三
三
一
日
■
三
三
弓
一
■
日
毎
冒
昌
昌
一
■
■
三
三
三
三
■
■
一
ョ
『
ざ

■■

雷
這

Ⅱ■■１町
①
金
木
中
学
校
は
昭
和
二
十
四
年

■州
鰯
失
し
て
か
ら
満
七
年
に
な
る
が

叩
今
冬
こ
そ
は
屋
内
体
操
蝿
で
遊
ば

岬
せ
て
や
り
た
い
と
町
、
鰯
会
、
業

叩
藷
の
三
老
が
一
体
と
な
っ
て
突
画

爬
工
癖
。
生
徒
の
薄
ぷ
額
の
み
ら
れ

Ⅲ
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
だ
。

■■

蕊

Ⅱ■■ⅡⅡ■■Ｉ
フデリ

防注
■今■｡●■■。■■●

ヤ
射

ジ

予
勺■eO

一
■
一
■
三
三
二
三
■
一
■
二
三
三
三
■
一
■
’
三
三
一
三

カ
ゼ
と
共
に
こ
れ
か
ら
が
大
切

まI

|嘗‘…"娩

繍簔瀧
巽錬蕊‘慧讓繊
三るるリ采き鍋る中軽所の

誌鬘,礁言塘割烈凍蕊
三
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も
れ
な
く
実
施
す
る
よ
う
観
ん
で
い
る

町
内
の
各
医
院
で
は
雪
地
方
は
現
在

の
と
こ
ろ
カ
ゼ
が
散
発
し
て
い
る
穏
匪

だ
が
、
今
後
広
ま
る
傾
向
に
あ
る
』
と

警
告
種
発
し
て
い
る
。

〆

-司pP

z
■
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e
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い

り･4』『炉

を

十
二
月
一
日
付
で
発
令

法
改
正
に
よ
る
第
二
回
目
の
新
民
生
委

函
は
十
二
月
一
日
付
で
厚
生
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
（
任
期
三
年
）

．
…
．
．
…
・
・
・
…
・
一
白
川
若
葉
、
中
谷
与

一
金
木
地
区
咽

．
．
：
・
・
…
．
…
・
・
・
・
型
右
術
門
、
秋
田
繁
太

郎
、
角
田
叉
七
、
糊
引
政
雄
、
沢
田
久

三
郎
、
山
田
勝
太
郎
、
佐
藤
定
一
、
白

川
と
ま
、
前
田
窟
美
踊
、
成
田
満
一
郎

白
川
畷
太
郎
、
中
谷
幸
一
、
吉
田
義
治

中
村
憂
吉

：
．
・
・
・
・
・
・
・
…
・
・
・
・
》
沢
田
嘉
七
、
伊
藤
千

一
廟
調
地
区
一

。
．
．
・
・
・
‘
・
↓
…
・
・
・
．
郡
代
吉
、
白
川
交
昭
、

工
藤
喪
治
、
鳴
海
金
四
郎
、
鳴
海
久
彌

鳴
海
勤
、
須
暇
理
作
、
陣
田
勘
作

・
・
・
…
…
…
：
…
・
・
・
》
要
田
長
五
郎
、
鈴

一
喜
良
市
地
区
》

．
・
・
・
…
．
。
…
・
・
・
…
・
・
呼
木
鍛
勝
、
木
田
忠

雄
、
黒
川
丑
吉
、
桑
田
束
太
郎
、
大
祇

蝿
叉

一
計
（
一
一
茗
）
密
記
（
一
一
茗
）
そ
の
他
顧
問

新
発
足
の
体
育
協
会

会
長
に
秋
元
展
二
氏

十
一
月
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
金
木
町

保
育
所
で
合
併
初
の
体
育
協
会
の
設
立

総
会
を
開
き
役
風
を
透
征
し
た
。
会
長

以
下
の
役
且
は
次
の
と
お
り
。
幽
竃
‐
・

Ｉ

会
提
Ｉ
秋
元
辰
二
伽
舳
順
鵬
鋤
脚

副
会
長
Ｉ
隙
田
一
実
、
伊
藤
猪
之
吉

会
酎
盈
率
Ⅱ
成
田
満
明
、
山
申
俊
一
、

塊
男
吉

新
し
い
民
生
委
員
決
る

部
是
（
八
程
（
砧
惟
委
風
（
若
干
軽
）
会

Lq酉
らづ"・

■l

－rg
亨｡■○

曲,ロq
口■

ず

卑凸■

，6'2

ｒ
ロ
ユ
ー
■
■。

ｑ
ｅ旬
。
。
ケ
ｂ
ａ

土
■
一

’
一
畜
産
切
蕊
瀞

〃

生
活
改
善

十
二
月
中
旬

I■■■■■■■■

ク 青 和
談
饗
若
干
色
は
会
畏
が
帽
重
仮
装
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ー
１
を
催
寸
閻
碩
を
た
て
て
ｒ
遥
‐

委
嘱
す
る
。
（
役
風
の
作
期
墜
一
年
）
母
の
会
で
計
画
堀
所
金
木
町
保
青
所

入
会
者
の
印
込
泌
所
は
金
木
町
保
育
所
、
母
の
会
で
は
ク
リ
ス
曰
時
十
二
月
二
十
四
日

金
木
町
役
泌
内
大
緬
隆
治
マ
ス
・
イ
ブ
に
仮
装
ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ー
午
後
七
時
よ
』

。
錦

Ｉ
Ⅱ
’
１
０
１
０
０
‐
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
ｏ
０
．
．
１
４
１
０
１
０
８
９
０
８
６
１
６
１
１
Ｉ
Ⅱ
１
■
ｌ
ｆ
０
０
０
．
１
９
０
８
４
■
８
１
６
．
，
１
ロ
ー
Ｊ
Ⅱ
１
０
０
１
．
Ⅱ
１
１
０
０
０
．
‐
１
・
’
’
４
１
凸
０
１
口
８
■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
６
１
４
１
０
１
６
ｂ
■
■
０
１
．
５
９
１
４

普
及
活
動
計
画
（
十
二
月
分
）
実
地
区
塁
改
息
景
欝
、

｜
｜
科
画
亜
点
替
及
事
項
同
上
目
的
方
法
時
期

水
稲
及
ぴ
士
肥

賦
作
圃

果
樹

（
り
ん
ご
）

雑
穀

，
、
可 病

害
虫

腰
業
経
営

そ

菜

〃
１
世

』
す、
門 ラ少

Ⅶ
α
“ プ年

１
１
１
’
１
１
１
１
列
Ｉ
ｌ
ｄ
－
１
，
ｌ
ｉ
Ｉ
ｆ
‐
ｈ

｜
垣
冒『
“
Ｊ
マ
ト
ー
‐

〆

、
ｇ
へ
藩
』
．
．
．
，

、

コ
ベ
『
１

Ｆ

4321
、、､池

戯
露
鰡
燕
魂

１
、
耕
秘
試
作
園
の
運
営

１
、
明
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